
NPO法人横浜日独協会 第１７回理事会議事録 

 

１．日   時  2018年１０月２１日（日）13：00～14:40 

２．会   場  戸塚区民センターさくらプラザ４階創作室 

３．理 事 総 数  21名≪出席１８名 欠席３名≫ 

４. 出 席 者    早瀬会長 能登副会長 向井副会長 坂井常務理事 小島常務理事 

 黒崎理事 磯貝理事 中尾理事 佐藤理事 大堀理事 齊藤常務理事 

  議長一任：南雲常務理事 山口常務理事 大久保理事 成川理事  

 神永理事  寺澤理事 藤田理事 

欠    席：山岸理事 ユーデック理事 ゼーリヒ理事 

５.議題 

（1） 第 1号議案 報告事項について 

（2） 第 2号議案 例会・行事予定について 

（3） 第 3号議案 創立 10周年記念事業予定日及び準備委員会設置について 

（4） 第 4号議案 第 3回中小企業支援セミナーの総括について 

（5） 第 5号議案 神奈川県指定ＮＰＯ法人化に向けた署名活動について 

（6） 第 6号議案 ＪＤＧＹへの寄附金の呼びかけについて 

（7） 第７号議案 事務局電話の切り替えについて 

（8） 第 8号議案 ユースフォーラム・女性フォーラム合同開催について 

（9） 第 9号議案  その他 

 

６.議事の経過の概要及び議決の結果 

定款第 33条の定めにより早瀬会長が議長にあたる。 

議長より議事録署名人の選任について、出席理事にはかったところ議長一任との意見が 

あり、早瀬会長ならびに能登副会長、向井副会長を推薦することを提案し、満場一致で承 

認され、続いて上記９議案の審議を行った。 

 

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：個人１９４名（内ＹＣ３５名）、法人１２社  合計２０６名 

② 資金状況： 9月 30日 485,407円（普通預金 283,907円、定期預金 200,000円、電 

    話加入杵 1,500円） 

     10月 21日現在 374,789円（普通預金 133,289円、定期預金 200,000 

    円、仮払金 40,000円、電話加入権 1,500円） 

     ※主な収入は会費だが、未納分はわずかであり、今後の事業支出は資金 

     減につながる。関連する助成金の活用に加え、速やかに役員はじめ会 

     員等からの寄附を募っていきたい。（齊藤事務局長） 

③ 会報／ＨＰ:前号の会報より法人会員の紹介ページを設けた。次回はケルヒャージャ 



   パンを予定している。他に会員投稿の「コラム欄」を新たに設ける。ドイ 

   ツとつながるテーマをメインに具体的に検討していく。（向井副会長） 

④ 事業実績（予定）報告： 

 ・オクトーバーフェスト 9/22  

 ・ドイツ統一記念日・大使招宴 10/3 

 ・第 3回中小企業支援セミナー（後述）10/4 

 ・東京横浜独逸学園オクトーバーフェスト 10/7 

 ・フォンドラン夫妻歓迎 10/4 

 ・市民活動共同オフィス入居申請 10/10 

   ※共同オフィスの入居は 2020年 3月完全終了するため、新規事務所の確保が必 

    要となる。（前回理事会の報告「１年間延長の可能性」を訂正する。） 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第 2号議案 例会・行事予定について 

10月理事会（第 17回）：10月 21日（日）13：00～14:30戸塚区民文化センター4階創 

      作室 

10月例会：10月 21日（日）15：00～17：00戸塚区民文化センター4階創作室 

講演：「教養としてのイスラム教と中東アラブの世界」 

講師：向井稔副会長 

11月理事会（第 18回）：11月 17日（土）13：00～14:30戸塚区民文化センター 

    ※当日の会場予約は抽選に外れたため確保できず、 

     3階オープンスペースにて行う。 

11月例会：11月 17日（日）15：00～17:00戸塚区民文化センター3階多目的室（中） 

   講師：「ゲッペルト・昭元僧侶（石川県・曹同宗総持寺） 

  12月理事会（第 19回）：12月 9日（日）10:30～11:30（クリスマス会場にて） 

クリスマス会：12月 9日（日）11：30～15：00「横浜ヒルサイドガーデン」（みなとみ 

    らい線「元町・中華街」駅下車徒歩 3分） 

    ※前年同様会費 5,500円（ＹＣ会員は 3,000円、差額は協会負担）。招 

     待者大井智子氏。プログラムはダンス、ハモニカ演奏に加えクイズを 

     復活するが、景品は役員が持寄り充てる。参加者全員でのプレゼント 

交換は行わない。法人会員宛には別途開催通知(会費の減免はない) 

を発送する。 

１月、2月例会：ドイツ大使館新任首席公使、日独産業協会ＤＪＷ、大野眞理子会員等 

     の線で検討中。（能登副会長） 

３月例会予定：ヴァイオリニスト武田章寛ＹＣ会員の来日（3/17,21,24が候補日）に 

    合わせ「演奏とトーク」を予定。会場予約抽選日が 12 月 16 日のため、 

    その結果をもとに日程の詰めを行う。（小島常務理事） 



5月例会（定時総会当日の例会）の講師も人選中。（能登副会長） 

  

以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 

 

第 3号議案 創立 10周年記念事業予定日及び準備委員会設置について 

  10周年の節目の事業をドイツ国内の独日協会とも連携し 2020年 10月に開催する。

基調講演はシュタンツェル全独日協会会長を予定し同月のいずれかの土又は日曜日

で講演者の都合に合わせて開催する。同月の金曜日 9、16、23 日のいずれかで大茶

話会（於、三渓園）開催する。 

同事業を進める記念事業準備委員会を設置し、統括する準備委員長に早瀬会長、

式典・講演委員長に向井副会長、音楽・舞台委員長能登副会長、大茶話会委員長南

雲常務理事、事務統括齊藤事務局長とし、それぞれ副委員長を順次配置していく。

（早瀬会長） 

 

  以上、創立 10周年記念事業予定日及び準備委員会設置について全理事一致して承認さ 

 れた。 

  

第 4号議案 第 3回中小企業支援セミナーの総括について 

  当日のセミナーのタイトルには主催者名ＩＤＥＣに並んでＪＤＧＹ名が併記され 

ていた。経済局内では当協会の位置づけが大きくなっていることを示している。ボ

ッシュジャパンのメーダー社長の基調講演、フォンドラン独日協会名誉会長、長谷

部横浜国大学長等々の列席並びに約９０名の参加者もあってハイレベルなセミナー

となった。アンケートによると、メーダー社長の講演も好評だったこともあり、全

体の２／３が「大変参考になった」「参考になった」と回答している。回答者は東京

都内 20 社、横浜市内 17 社で内中小企業が 20 社、製造業は 9 社にとどまっていた。

会場への若者の参加は前回同様なかった。来年度に向けては、同時通訳機能、懇親

会の持ち方、ＰＲの方法等の改善点があり、主催者との反省会に臨む。（坂井常務理

事） 

 

  以上、第 3回中小企業支援セミナーの総括について全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 神奈川県指定ＮＰＯ法人化に向けた署名活動について 

 将来の認定ＮＰＯ法人化のために、前段階で神奈川県指定ＮＰＯ法人化を目指す 

がすが、県指定の要件となる横浜市民を限定に１００人以上の署名獲得がある。来 

月発行の会報配布の際に依頼文及び署名用紙を同封する。署名用紙の送付先は共同 

オフィス内事務局宛とする。（齊藤事務局長） 

 

  以上、神奈川県指定ＮＰＯ法人化に向けた署名活動について全理事一致して承認された。 



 

第 6号議案 ＪＤＧＹへの寄附金の呼びかけについて 

  当協会の資金状況（第 1号議案参照）は今後の事業展開をみても苦しい状態であ 

 る。2年後の 10周年記念事業を控えなおさらである。役員各位への寄附依頼は勿論 

 であるが、一般会員及びＪＤＧＹを支援したいという市民からは「よこはま夢ファ 

 ンド」を経由して寄附する方法もあり、幅広く呼び掛けたい。会報でもＰＲをして 

 いきたい。寄附金以外に各事業に関連する多くの助成金制度があり、積極的な活用 

 を役員各位にお願いしたい。（齊藤事務局長） 

 

  以上、ＪＤＧＹへの寄附金の呼びかけについて全理事一致して承認された。 

 

第 7号議案 事務局電話の切り替えについて 

  当協会では固定電話から携帯電話に切替えるが、ＮＴＴ以外の電話会社（最も高 

 いシェアの 2社、ヤフーモバイルと楽天モバイル）及び扱われている携帯端末、初 

       期購入費用や月額料金等について総合的に検討したが、初期費用も月額料金も楽天 

モバイルの方が低いので「楽天モバイル」を採用する。電話開通時期は 11月初旬の 

見込。（齊藤事務局長） 

 

  以上、事務局電話の切り替えについて全理事一致して承認された。 

 

第 8号議案 ユースフォーラム・女性フォーラム合同開催について 

  2019年度の開催方針は、両フォーラムの存続を前提に新機軸を指向して、合同開 

催とする。現在出ている合同フォーラムのテーマとしては、世代間ギャップ少子高 

齢化社会並びに異文化混在社会、である。中でも第３案「異文化混在社会に向けた 

女性と若者の役割り」が合同開催のテーマとしてふさわしいと思われる。基調講演 

者の候補としてヴァルテンベルガーDJI所長を、講演と学生動員の全面的な協力者 

として神奈川大学ブッヘンベルガー教授に依頼する予定。開催時期は 6月 22日（土）、 

会場は横浜市国際協力センター会議室として、横浜市国際局等関係機関との折衝を 

進めていく。（小島常務理事） 

 

  以上、ユースフォーラム・女性フォーラム合同開催について全理事一致して承認された。 

 

第 9号議案 その他 

 〇渡辺まこみ会員が主催するコンサート（12月予定）の後援名義使用の依頼が今後 

  協会宛になされる予定。会員支援を目的にとして依頼受付後承認する。（能登副会 

長） 

 

  以上、後援名義使用について全理事一致して承認された。 



 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

   

以上、この議事録が正確であることを証します。  

    

２０１８年１０月   日  

     

議    長  早 瀬   勇 

     

議事録署名人  能 登   崇 

     

議事録署名人  向 井   稔 

 


